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フィルタ係数 hk の LMSアルゴリズムによる更新式は
hi(k + 1) = hi(k) + µu(k − i)e(k)(i = 0, 1, · · · , q − 1) (1)
で表される. ここで，k は時刻, µ はステップサイズパラメー




i=0 hi(k)u(k − i)とし, 式を以下のように定
める.
g(k) = µe(k)u(k − i) + αg(k − 1) (2)
hi(k + 1) = hi(k) + g(k) (3)
Mは高調波の数, 右辺第 2項 α g(k − 1)が一次点前の修正量で






















Ak は振幅, ϕk は位相である. さらにこの交流雑音に振幅変動が
加わっていると想定し, 測定信号を以下のようにする.
d(k) = s(k) +
(








ff と ampは, 振幅変動の周波数と振動で, 大きいほど変動も大
きくなる. s(k)は平均 0，標準偏差 1の正規白色雑音である.
数値実験では, M=4, f=60Hz, fs=660Hz, amp = 0.3 と, ff
を変化させ, 慣性項を導入していない LMS アルゴリズム (従来








とする. 提案法, 従来法いずれにおいても, µ, αを (0≦ µ ≦50),
0.00001刻み, (-0.99≦ α ≦-0.99), 0.01刻みの範囲で探索し, 最
小となった errの値で比較する.
3.1 提案法におけるフィルタ係数の推移
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図 1 フィルタ係数の推移
図 1に示したように, 提案法は真のフィルタ係数をよく追従して











































0.126 0.184 0.242 0.3
図 3 慣性項有無における二乗誤差







ステム出力を e(k) = d(k)−
∑2M−1
i=0 hi(k)u(k − i)とし, 式 (8)
に示すように二次点前, 三次点前の慣性項を考え, 誤差の比較も
行う.
g(k) = µe(k)u(k − i) + αg(k − 1)
+βg(k − 2) + γg(k − 3) (8)




実験条件において, 式 (4)(5)(7), またそれぞれの数値も同様に
用いる. 3で述べた一次点過去のみの慣性項の実験では, 振幅変
動として 1つの正弦波のみを加えた. 二次点前, 三次点前におけ
る実験条件では, より複雑な信号に適応させる為に, 測定信号に
おける振幅変動を以下のような 2つの正弦波の和信号とした.
















































図 4 フィルタ係数の推移 (一次点前重ね合わせ)
























図 5 フィルタ係数の推移 (三次点前重ね合わせ)
図 5 において, 二次点, 三次点と慣性項を増やすことで, 従来法
と比べて一次点のみの場合と比べて性能はそれほど変化してな
い. そこで式 (7)の誤差 errによる定量的な評価を行う.
5.2 誤差比較
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